
表 1366　大腿骨頸部骨折の既往　%クレアチニン産生速度(％)別 （血液透析濾過患者 男性のみ 透析回数週３回 透析歴２年以上）

%クレアチニン
産生速度

既往なし 既往あり 合計 不明 記載なし 総計

60未満 771 58 829 2 171 1,002
（％） (93.0) (7.0) (100.0)
60～ 692 33 725 2 159 886
（％） (95.4) (4.6) (100.0)
70～ 1,259 55 1,314 1 256 1,571
（％） (95.8) (4.2) (100.0)
80～ 2,066 63 2,129 2 398 2,529
（％） (97.0) (3.0) (100.0)
90～ 2,571 74 2,645 4 559 3,208
（％） (97.2) (2.8) (100.0)

100～ 2,957 54 3,011 2 579 3,592
（％） (98.2) (1.8) (100.0)

110～ 2,741 46 2,787 2 563 3,352
（％） (98.3) (1.7) (100.0)

120～ 1,873 26 1,899 1 421 2,321
（％） (98.6) (1.4) (100.0)

130～ 1,008 8 1,016 1 246 1,263
（％） (99.2) (0.8) (100.0)

140～ 670 9 679 161 840
（％） (98.7) (1.3) (100.0)
合計 16,608 426 17,034 17 3,513 20,564
（％） (97.5) (2.5) (100.0)

記載なし 579 24 603 1 608 1,212
（％） (96.0) (4.0) (100.0)
総計 17,187 450 17,637 18 4,121 21,776
（％） (97.4) (2.6) (100.0)
平均 101.84 89.28 101.53 91.79 102.52 101.69

標準偏差 23.61 24.97 23.72 24.95 24.50 23.86

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
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